
計量経済分析 

5 モデルの関数型と特殊な変数 

 
5.1 モデルの関数型 

・ 線型モデル  iiii uXXY +++= 33221 βββ   (5.1) 

・ 準線型モデル 散布図などでの確認が重要 
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・ 非線形モデル  ii    (5.19)’ ii uKALQ += βα

・ 定式化の誤り 
 
 
5.2 ダミー変数 

・ 一時的ダミー  iiii uDXY +++= 3221 βββ   (5.23) 

・ 定数項ダミー  

・ 季節ダミー  iiiiii uQQQXY +++++= 332211221 γγγββ  (5.34) 

・ 係数ダミー  iiiii uXDXY +++= 23221 βββ   (5.39) 

 
 
5.3 トレンド変数 
・ 代理変数（proxy） 

・ トレンド変数  iiii utrendXY +++= 3221 βββ   (5.40) 
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（参考） 
 対数線形モデルについて 

 Summary of Logarithm Functional Forms  

Model Dependent 
Variable 

Independent 
Variable Interpretation ofβ 

level-level y x xy ∂∂  
level-log y ln(x) )( xxy ∂∂  
log-level ln(y) x xyy ∂∂ )(  
log-log ln(y) ln(x) )()( xxyy ∂∂  

 
 

 単位について 
 Effects of Data Scaling 

Dependent 
Independent y cy y 

x1 β1 (se1) cβ1 (c*se1) ―― 

dx1 ―― ―― β1/d (se1/d) 

x2 β2 (se2) cβ2 (c*se2) β2 (se2) 

Intercept β0 (se0) cβ0 (c*se0) β0 (se0) 

R-squared R2 R2 R2 

SSR SSR c2*SSR SSR 

*Standard errors in parentheses 
・  xj が d倍されたのであれば、その係数は 1/d倍となる。 
・  Yが c倍されたのであれば、すべてのOLS係数は c倍となる。 
・  tやF統計量は、単位変更による影響を受けない。 
・ 変数が対数形であった場合には、その係数は単位変更による影響を受けない。 

 →したがって、係数の大小で変数の重要性は判断できない。（→ Beta Coefficients） 
 
 

 過剰定式化の問題点Ceteris Paribus Interpretation 
 例1：マンション価格 

・ basic idea マンション価格←部屋数（bdrms）、専有面積（sqrft）、etc. 
・ model price = β0 + β1 bdrms + β2 sqrft  + … 
・ β1の解釈 専有面積を一定としたときの部屋数増による価格変化 

  →1部屋あたり面積が縮小するときの価格変化 
 例2：アメリカにおける州別酒税の交通事故死者数への影響 

・ basic idea 高い酒税 → 酒消費減少 & 飲酒運転減少 → 交通事故死者数減少 
・ model fatalities = β0 + β1 tax + β2 alc_cons + … 
・ β1の解釈 酒消費を一定としたときの酒税増加による交通事故死者数変動 

  β1－酒税増加による間接効果のみ検出 


